
（別紙３）

～ 令和7年5月23日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和7年5月23日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・保護者からの要望にお応えしながら療育環境を更に向上さ

せる。

2

・定期的に動画配信等を実施して更なる情報公開を推進す

る。

3

・外遊びツールを更に充実させる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・同業他社、他業他社との連携を試みて、他の児童とのふれ

あいを始める。

2

・レスパイトと食育を意識して、宅配可能な業者を選定し、

保護者からの更なる期待に応える。

3

・開催日時や場所を選定し、年に1回以上保護者会を実施

する。

○事業所名 モントALP（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
令和年５月１日

○保護者評価有効回答数

令和年５月１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年5月23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・保護者会の未実施。 ・保護者会を実施しやすい土曜日や祝日に利用児童が多く、

保護者会を開催することに困難がある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・施設外の児童とのふれあいがない。 ・近隣に児童福祉施設や幼稚園、保育園等があるが、そもそも

交流がない。

・昼食の提供。 ・児童用の仕出し弁当を提供しずらい環境である。

・充実した療育環境の提供。 ・広い訓練室や自然を意識した内装、豊富な療育用ツールの提

供。

・切れ目のない情報発信。 ・必ず毎日ブログを更新し、その日の療育内容や児童の

様子を公開し、保護者の安心感を醸成している。

・天候等や季節に応じた外出の実施。 ・児童に季節感を感じてもらうと同時に日光浴を実施して

健康的な成長を促す。

事業所における自己評価総括表公表


